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○
匠
の
技
と
可
愛
い
作
品
が
展
示

　
11
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
深
浦

町
公
民
館
と
岩
崎
ふ
れ
あ
い
と
創
造
の
館

で
、
ま
た
、
11
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
北
金
ヶ
沢

会
館
）
で
開
催
さ
れ
た
文
化
祭
作
品
展
。

各
会
場
に
は
、
書
道
や
陶
芸
、
絵
画
や
写

真
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
で
制
作
し
た
作
品

や
、
保
育
園
児
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
作

品
が
多
数
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
陽
公
園
で
11
月
11
日
〜
30
日
ま
で

の
間
、
「
ふ
か
う
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
２
０
２
１
」
が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た

町
民
や
観
光
客
が
鮮
や
か
に
光
り
輝
く

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
深
浦
町
商
工
会
な
ど
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
が
閑
散
期
の
誘
客
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
昨
年
度
よ
り
実
施
し
、
２
回
目
と

な
っ
た
今
年
度
は
約
７
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
の
光
が
橋
の
欄
干
や
芝
生
な
ど
を

美
し
く
照
ら
し
出
し
、
幻
想
的
な
空
間

を
演
出
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
テ
ン
ト

パ
イ
プ
を
使
用
し
た
七
色
に
輝
く
メ
イ

ン
空
間
は
「
星
の
宝
石
箱
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
。
約
４
万
４
千
個
の
電
球

を
使
用
し
た
こ
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ

ス
」
は
、
中
に
入
っ
て
体
い
っ
ぱ
い
に

七
色
の
光
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
、
子

供
た
ち
や
記
念
撮
影
を
す
る
人
々
が
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
な
っ
た
町

観
光
課
は
「
今
年
は
長
雨
の
影
響
で
電

飾
に
不
具
合
が
生
じ
、
途
中
不
点
灯
に

な
っ
た
日
が
あ
っ
て
訪
れ
た
方
々
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

自
粛
生
活
で
疲
れ
た
人
々
の
目
を
大
い

に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

深
浦
町
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化
祭
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コミュニティ（宝くじ）助成事業助成金で備品を整備しました

□問合せ先　総合戦略課　企画調整係　（74－2122）

　この事業は、（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、
地域が行うコミュニティ活動の更なる推進を図るための備品等を整備するもので、
これにより地域社会の健全な発展と住民福祉の向上が期待されます。
　このほど、令和３年度コミュニティ助成事業に採択された岩崎下地区が、地域
のイベントや清掃活動、除雪で使用する備品を、宝くじの助成金で整備しました。

　・除雪機：1台・ヘルメット：10個
　・アルミブリッジ：1セット
　・チェーンソー：1台
　・アルミ製2連はしご：1台
　・アルミ製はしご兼用脚立：2台
　・高枝切り鋏：2丁・会議用イス：50脚
　・会議用テーブル：10台
　・会議用和机：5台
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